
R02-233.xlsx 計画概要書

■使用評価マニュアル：「CASBEE大阪みらい　新築」2018年版　（v.1.2.1) ■使用評価ソフト：「CASBEE大阪みらい　新築」2018年版　（v.1.2.1)

1-1　建物概要 1-2　外観

建物名称

建設地

建築用途

建築主

設計者

敷地面積 ㎡

建築面積 ㎡

延床面積 ㎡

構造/階数 /

完了年（予定）

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

1.1

標準計算

　ラベル表示 有

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 2.8
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.0 3.2 2.1

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 3.4
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

3.9 3.5 2.7

3　設計上の配慮事項
総合 その他

Q1 
室内環境 Q2 
サービス性能 Q3 
室外環境（敷地内）

LR1 
エネルギー LR2 
資源・マテリアル LR3 
敷地外環境
屋上外断熱防水の保護塗料に遮熱性のある材料を使用し、周辺環

境及び最上階スラブ下断熱材吹付により外皮の熱負荷に配慮して

いる。また、断熱性能に配慮し、1階エントランスホールスラブ下

に断熱材を敷込み、天井裏についてはホール部断熱材50mm敷と

し、駐輪場は100mm敷かつスラブ下断熱材吹付としている。

ODP：0、ＧＷＰ：1のノンフロンタイプ断熱材を採用し、

汚染物質材料の回避に努めた。

屋上防水についてはCO2削減に配慮した工法としている

石積みのモチーフを採用したアプローチを構成し、重厚で温かみのあるデザインとする事で、周辺環境の向上を目指し

た。また立地上、北向き住戸となる為､複層硝子を採用する等、住環境に配慮した設計とする。

特に無し

共同住宅の為、遮音対策に配慮している。また、換気につ

いては、レンジフードの排気をスムーズに行う為、キッチ

ン排気用の給気をシックハウスとは別に確保している。

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般的

な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で示

したものです

　外観は、アプローチを含め、道路沿いは質感のあるタイ

ル貼とし、水掛かりとなる金属部の塗装には、フッ素樹脂

焼付塗装や溶融亜鉛メッキを施し、露出設備配管について

はできるだけステンレスを使用している。

歩道に沿って、ゴミ置場や、バイク置場が直接見えないよ

う、アプローチと一体の棟を構成。腰壁石貼にすることで

重厚感をもたせ、ヴォールト天井のアーチ部分をアクセス

としている。

ARTFORM天満橋新築工事

中央区内平野町2丁目

2,417.16

RC造 地上15階

2022年12月

共同住宅

（株）アートフォルム

（株）小松建築事務所

265.19

182.11

BEE = 
S: ★★★★★ A: ★★★★ B+: ★★★ B-: ★★ C: ★ 30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆

39

45 1.1

0 50 100

0

50

100

環
境

品
質

Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

0 46 92 138 184

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイト オフサイト

100%

102%

102%

102%

①参照値

②建築物の取組み

③上記+②以外の

④上記+

（ kg-CO2/年・m2 ）

1

2

3

4

5

Q2 サービ

ス性能

Q3 室外環

境

(敷地内)

LR3 

敷地外環

境

LR2 資源・

マテリアル

LR1 

エネル

ギー

Q1

室内環境

3.5

3.0
2.8

3.0

1

2

3

4

5

3.7 

2.8 
3.0 

1

2

3

4

5

1.0 

3.0 

2.0 

1

2

3

4

5

4.0

2.0

4.6

3.0

1

2

3

4

5

3.0 
3.4 

4.3 

1

2

3

4

5

2.8 
2.4 

3.0 

1

2

3

4

5

音環境 機能性 生物環境
耐用性

・信頼性

対応性

・更新性

まちなみ

・景観

地域性・

アメニティ

Q3のスコア=Q2のスコア=Q1のスコア=
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R02-233.xlsx 環境表示結果

建築物環境性能表示　結果　〔重点評価〕

総合評価BEE  =

                          環境性能

（1）CO2削減

CO2削減に配慮した環境性能

LR3/ 1 /   / 2.8

      配慮事項

                          環境性能

（2）みどり・ヒートアイランド対策

みどり・ヒートアイランド対策に配慮した環境性能

Q3 / 1 /   / 生物環境の保全と創出 1.0

Q3 / 3 /3.2/ 敷地内温熱環境の向上 1.0

LR3/ 2 /2.2/ 温熱環境悪化の改善 2.0

      配慮事項

                          環境性能

（3）建物の断熱性

CO2削減に配慮した環境性能

LR1/ 1 /   / 建物の熱負荷抑制 4.0

      配慮事項

                          環境性能

（4）エネルギー削減

CO2削減に配慮した環境性能

LR1/ 3 /   / 設備システムの高効率化 4.6

      配慮事項

省エネルギー基準計算結果
※

※

住宅部分　（品確法等級） 非住宅部分[BPI][BPIm] 

外皮性能
（相当）

建物全体[BEI][BEIm] 住宅部分[BEI] 非住宅部分[BEI][BEIm] 

一次エネルギー消費量

4.0

-

適合

等級4

0.87

-

0.87

概要記入欄

基準
適合状況

屋上スラブ下に断熱材を吹付、かつスラブ上部に外断熱防水を施し、住戸最下階（2Ｆ）スラブ下に
断熱材吹付、かつ下部(1Ｆ共用部）天井裏にGWt100敷込む。

概要記入欄

特に無し

評価点

5.0

外皮性能については、住宅部分が等級４（相当）以上、非住宅部分が1.0以下であること

一次エネルギー消費量については、建物全体のBEI、BEImが1.0以下であること（新築時）

（基準適合義務がある部分については、その部分のBEI、BEImが1.0以下であること）

1.1

概要記入欄

地球温暖化への配慮

評価点

3.0

特に無し

評価点

1.0

評価点

概要記入欄

屋上防水保護塗料に遮熱コートを使用し、屋根面の表面温度を下げることにより、環境改善を図っ
ている。

ラベル表示

 

省エネ基準適合

受付番号　令和2年度　№233

竣工後3年間有効。
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R02-233.xlsx 検討(太陽光)

 ア 検討対象とする場所 ■ 屋根部 ）ｍ

□ 地上部 （ □ 　空地部分 □ 　その他

□ 壁面

□ その他 （ ）

 イ アの周囲における日射遮蔽物 ■ なし

□ あり

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

 ウ 日照の確保（冬至） ■ 十分 □ 不十分

 ア 設置可能面積等 （ ）㎡方位（ 真南 ） 設置角度（ 30 ）度

 イ 設置可能太陽光パネル面積 （ ）㎡

 ウ 設置可能容量 （ ）kw

 エ 利用設備に対する荷重対策 □ あり ■ なし

 オ 設置に備えた対応 ■ なし □ あり （例：設備用基礎の設置）

（ ）

 ④　導入判断

検討結果 □ 導入する →具体的な検討を行い、実際に設置する設備概要を　２　に記入

■ 導入しない

□

■

□

■

□

□ その他　（ ）

2　導入する設備の概要

 ア 太陽光パネル面積 （ ）㎡

 イ 発電容量 （ ）kW

備考

注　2ア 太陽光パネル面積が、1③イ 設置可能太陽光パネル面積と大きく異なる場合、備考欄にその理由を記入してください。

再生可能エネルギー利用設備導入検討シート（太陽光発電設備用）

１　設備導入の検討

 ①　周辺環境の把握

 ②　日照条件の検討

地上高さ（ 44

）

躯体が荷重に対応できていない

 ③　日照条件に適合する場所の検討

63.8

25.5

3.8

導入を見送る理由（複数選択可）

日照が確保できない

敷地内に設置する場所を確保できない

費用負担が大きい

本計画では見送るが、将来対応可能とする
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R02-233.xlsx 検討(太陽熱)

 ア 検討対象とする場所 ■ 屋根部 ）ｍ

□ 地上部 （ □ 空地部分 □ その他

□ 壁面

□ その他 （ ）

 イ アの周囲における日射遮蔽物 ■ なし

□ あり

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

　方位 （ ）高さ（約 ）ｍ 水平距離（約 ）ｍ

 ウ 日照の確保（冬至） ■ 十分 □ 不十分

 ア 建築物の用途

 イ 熱需要対象用途 □ 冷房 □ 暖房 ■ 給湯 □ その他（ 　）

 ウ 設置可能面積 （ ）㎡

 エ 概算年間熱利用量 （ ）MJ/年

 オ 利用設備に対する荷重対策 □ あり ■ なし

 カ 設置に備えた対応 ■ なし □ あり （例：設備用基礎の設置）

（ ）

 ④　導入判断

検討結果 □ 導入する →具体的な検討を行い、実際に設置する設備概要を　２　に記入

■ 導入しない

□

□

■

□

■

□

□ その他　（ ）

2　導入する設備の概要

 ア 集熱パネル面積 （ ）㎡

 イ 概算年間熱利用量 （ ）MJ/年

 ウ 熱需要対象用途 □ 冷房 □ 暖房 □ 給湯 □ その他（ ）

備考

再生可能エネルギー利用設備導入検討シート（太陽熱利用設備用）

１　設備導入の検討

 ①　周辺環境の把握

 ②　日照条件の検討

地上高さ（ 44

）

年間を通じて安定した熱需要がない

 ③　熱需要の条件等の検討

共同住宅

36.2

78,800

導入を見送る理由（複数選択可）

日照が確保できない

躯体が荷重に対応できていない

敷地内に設置する場所を確保できない

費用負担が大きい

本計画では見送るが、将来対応可能とする
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